
１〜４面…�　　��関東大震災、その時…大正12年9月1日に起こった大正
関東地震（関東大震災）。地学・歴史・民俗からみた地震の横
顔を紹介します。

４〜７面…募集・お知らせ・健康と福祉

８面…「ひらつかTopics」「市長コラム」
広報ひらつかのPDF版は市ウェブからご覧いただけます。
アプリ「マチイロ」や「Catalog Pocket（10言語対応）」からも最新版が
ご覧いただけます。

集特
目 

次

●発行��平塚市　●編集��広報課　●法人番号 3000020142034　〒2５4‒８６８６ 神奈川県平塚市浅間町9番1号 ☎04６3‒23‒1111 04６3‒23‒94６7

●配布のお問合せは、ミッド ☎0120-3５0311（月〜金曜日、午前9時30分〜午後５時）

大震災の爪痕
　相模川にかかるJR東海道本線のそばに、大正12年
に起こった関東大震災の痕跡があります。
　上の写真は震災当時の写真で、相模川にかかった
東海道本線の、れんが積みの橋脚が崩れ落ちていま
す。下の写真は現在の写真。関東大震災で崩れた橋
脚が、川の中に今なお残っているのが見て取れます。

平
塚
市
博
物
館
提
供

広報 82023 月
第3金曜日号No.1229
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ユーラシア
プレート

北米プレート

フィリピン海
プレート

相模トラフ

南海
トラ
フ

平塚市

世
界
で
唯
一
の

三
重
会
合
点

太
平
洋
プ
レ
ー
ト

伊
豆・小
笠
原
海
溝

日
本
海
溝

の
部
分
に
あ
た
る
北
米
プ
レ
ー
ト

の
下
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
と
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈

み
込
ん
で
い
ま
す
。

　
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
ん
で

い
る
境
界
に
は
、「
相
模
ト
ラ
フ
」

と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
フ
が
あ
り
ま

す
。
大
正
関
東
地
震
は
相
模
ト
ラ

フ
で
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
地
震

で
、
再
来
周
期
は
約
200
年
～
400
年

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
震

で
相
模
湾
沿
岸
で
は
、
大
磯
丘
陵

周
辺
や
三
浦
半
島
南
部
が
１
㍍
以

上
も
隆
起
し
ま
し
た
。

相
模
湾
沿
岸
の
隆
起

速
度
は
世
界
有
数

　
平
塚
市
の
あ
る
南

関
東
は
３
つ
の
プ

レ
ー
ト
の
境
界
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
日
本

の
中
で
も
最
も
地
殻

変
動
が
激
し
い
地
域

で
す
。
特
に
相
模
湾

沿
岸
の
一
部
は
地
面

の
隆
起
速
度
が
世
界

有
数
で
、
例
え
ば
二

宮
町
南
部
で
は
縄
文

時
代
以
降
、
１
０
０

０
年
で
約
３
㍍
隆
起

し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
平
塚

　大正12年（1９2３年）９月1日の大正関東地震によって引き起こされ
た、関東大震災。全国で約1０万5,０００人以上が死亡・行方不明にな
るなど、大きな被害をもたらしました。地震の発生した９月1日が
「防災の日」と定められたように、近代日本が災害対策を考える契
機となった地震です。
　今年は地震の発生から1００年目。市博物館の学芸員が、地学・歴
史・民俗の観点から、震災当時の平塚をひもときます。

問　博物館☎３３−5111

関東大震災、
その時。

周
辺
で
特
徴
的
な
の
が
、
伊
豆
半

島
の
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー

ト
の
動
き
で
す
。
１
年
で
３
～
５

㌢
㍍
の
速
さ
で
北
西
に
動
い
て
、

本
州
の
あ
る
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下

に
沈
み
込
み
な
が
ら
、
南
関
東
に

強
い
力
を
加
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
力
に
よ
り
、
国
府
津
︱
松
田

断
層
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
活

断
層
が
周
辺
地
域
に
生
じ
て
い
ま

す
。
地
震
は
主
に
プ
レ
ー
ト
の
動

き
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
活

断
層
も
地
震
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
平
塚
市
周
辺
で
は
大
磯
丘
陵

を
中
心
に
、
多
く
の
活
断
層
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

山
・
川
・
海
が

作
っ
た
平
塚
の
地
形

　
大
正
関
東
地
震
で
は
、
液
状
化

の
被
害
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す

（
右
下
図
）。
こ
う
し
た
地
震
の
被

害
に
は
、「
足
元
の
地
面
が
い
つ
ど

ん
な
風
に
で
き
た
か
、
何
か
ら
で

き
て
い
る
の
か
」が
大
き
く
関
わ

り
ま
す
。

　

被
害
の
一
つ
で
あ
る
地
割
れ

は
、
固
い
岩
盤
の
上
で
も
弱
い
軟

弱
地
盤
で
も
、
ど
こ
で
も
起
こ
り

得
ま
す
。
液
状
化
は
軟
弱
地
盤
が

厚
い
と
こ
ろ
で
起
こ
り
や
す
く
、

地
す
べ
り
被
害
は
谷
底
平
野
と
台

地
・
丘
陵
の
縁
で
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　
平
塚
市
の
地
形
を
見
る
と
、
小

高
い
地
形
と
平
坦
な
地
形
の
二
種

類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
小
高
い
地

形
と
し
て
は「
丘
陵
・
台
地
」が
、

平
坦
な
地
形
と
し
て
は「
平
野
」が

あ
り
ま
す
。
丘
陵
・
台
地
は
基
本

的
に
軟
弱
地
盤
が
薄
い
で
す
が
、

谷
戸
の
中
の
平
坦
地
で
あ
る
、
谷

底
平
野
は
例
外
的
で
す
。
新
し
い

時
代
の
細
か
い
堆
積
物
が
厚
く
、

　

相
模
川
で
橋
脚
が
崩
れ
る
な

ど
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

大
正
関
東
地
震
。
野
崎
篤
学
芸
員

（
右
下
写
真
）に
、
平
塚
周
辺
の
地

質
の
特
徴
を
聞
き
ま
し
た
。

３
つ
の
プ
レ
ー
ト
が

沈
み
込
み
合
う
場
所

　

地
球
の
表
面
は
十
数
枚
の
プ

レ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
、
動
き
続
け

て
い
ま
す
。
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
下

に
は
海
の
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込

み
、
陸
と
海
の
プ
レ
ー
ト
の
境
目

に
は
、
海
溝
や
ト
ラ
フ（
海
溝
よ

り
も
浅
く
幅
が
広
い
溝
）が
で
き

ま
す
。
平
塚
市
が
あ
る
本
州
の
陸

︱
い
き
な
り
ぐ
ら
っ
と
き
て
、

こ
れ
は
大
き
な
地
震
だ
な
と
思
っ

た
ら
、
そ
ば
に
あ
っ
た
大
き
な
砂

利
の
山
が
波
打
っ
て
る
よ
う
な
ん

で
す
。
で
、気
が
付
い
て
み
た
ら
、

鉄
橋
が
ぼ
ー
ん
と
落
ち
ち
ゃ
っ
た

ん
で
す
よ
。
あ
れ
に
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。（
相
模
川
近
く
の
畑
に

い
た
島
津
庄
作
さ
ん
の
談
。
博
物

館
の
聞
き
取
り
調
査
記
録
よ
り
）

軟
弱
地
盤
も
厚
い
の
で
、
液
状
化

に
注
意
が
必
要
で
す
。
平
野
は
主

に
川
が
作
っ
た
地
形
と
、
海
が

作
っ
た
地
形
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

川
が
作
っ
た
地
形
は
さ
ら
に
、
旧

河
道
・
自
然
堤
防
・
後
背
湿
地
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
比
較
的
軟
弱
地

盤
が
厚
く
、
液
状
化
す
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
正
関
東
地

震
で
は
、
古
花
水
橋
付
近
な
ど
で

地
割
れ
と
液
状
化
が
起
こ
り
ま
し

た（
上
写
真
）。
海
が
作
っ
た
地
形

は
さ
ら
に
砂
堆
と
堤
間
凹お

う

地ち

に
分

け
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
軟
弱

地
盤
が
薄
い
地
形
で
す
。

　
液
状
化
が
起
こ
り
や
す
い
と
言

う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
自
然
状
態

で
の
話
で
す
。
地
盤
改
良
を
行
っ

た
場
合
、
液
状
化
に
よ
る
建
物
被

害
の
度
合
い
な
ど
は
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
地
図
上
の
情
報
だ
け
を
捉

え
て
い
た
ず
ら
に
怖
が
る
の
で
は

な
く
、
過
去
の
被
害
を
学
ん
で
注

意
を
払
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

『平塚周辺の微地形分類と過去の災害地点』（博物館）

相模川右岸地域の航空写真。橋が倒壊し、一時的に渡し船が使われた。

　大正関東地震の被害の様子や、
平塚周辺の地盤の成り立ち、災害
のリスクを紹介します。
　８月31日（木）〜10月15日（日）。
博物館1階寄贈品コーナー。

大正関東地震と
平塚の地盤

平塚市周辺のプレート
平
塚
周
辺
の
地
形
は
特
異



平塚市役所　〒254−8686　平塚市浅間町9−1　☎0463−23−1111　 0463−23−9467
広報ひらつか　第1004号7 広報ひらつか　第1229号3

写真・地図は博物館提供。地図は震災から２年後の大正14年に作製

死亡者
476人

　平塚小学校で当時教頭を
　していた、守屋宣英さん
　水平動なんか感じなかったね。いき
なりガチャっときましたね。震源地が
近くだから、揺れてきたな、そろそろ
逃げようなんて、そんなのんびりした
ことはできませんでした。

　中原地区で畑作業を
　していた、石原由太郎さん
　震災の時は９月ですから、ちょうど
サツマイモがあるでしょ。食べ物は全
然心配いらなかったですね。水が湧く
くらい深い地割れがあちこちにでき
て、ひどかったですよ。

『平塚・大磯地域での１９２３年大正関東地震の体験記録』より抜粋（博物館）

『大正関東地震による神奈川県内の家屋倒壊率
（博物館,２0１5）』を基に広報課で作成

当日に平塚で地震に遭った人たちの体験談

　
平
塚
市
域
に
は
ど
の
よ
う
な
被

害
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
早

田
旅
人
学
芸
員（
左
写
真
）に
、
関

東
大
震
災
に
よ
る
平
塚
の
被
害
の

特
徴
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

８
割
の
家
屋
が全

半
壊

　
大
正
12
年（
１
９
２
３
年
）９
月

１
日
、
平
塚
は
30
度
前
後
の
蒸
し

暑
い
気
温
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

平
塚
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
全
国

殖
産
博
覧
会
の
褒
章
授
与
式
が
開

か
れ
、
八
幡
大
門
通
り
に
は
、
博

覧
会
を
祝
う
ア
ー
チ
が
飾
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
午
前
11
時
58
分
、
相

模
湾
沖
が
震
源
の
震
度
６
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
大
正
関
東

地
震
が
発
生
。
多
く
の
建
物
が
倒

壊
し
ま
し
た
。

　
神
田
村
に
住
ん
で
い
た
八は

つ

田た

榮え
い

太た

郎ろ
う

さ
ん
が
記
し
た『
公
私
諸
事

記
載　

大
震
災
の
記
』で
は
、
こ

の
と
き
の
揺
れ
を「
南
方
よ
り
大

波
の
寄
せ
来
る
如ご

と

く
、
畑
と
言
わ

ず
宅
地
と
言
わ
ず
頗す

こ
ぶる
大
波
動
を

な
し
、
殆ほ

と
ん
ど
天
地
覆

く
つ
が
えら
ん
と
す

る
の
感
あ
り
」と
表
現
し
て
い
ま

す
。
体
感
し
た
揺
れ
の
大
き
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
地
震
で
、
平
塚
市
域
の
全

家
屋
の
約
８
割
が
全
半
壊
し
た
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
が
多

く
残
る
の
が
平
塚
町
の
被
害
で

す
。
平
塚
新
宿
か
ら
平
塚
本
宿
に

か
け
、
多
く
の
家
屋
や
店
舗
が
倒

壊
し
た
の
が
見
て
取
れ
ま
す（
上

地
図
・
写
真
）。
人
的
被
害
は
当

時
の
人
口
の
１
・
７
㌫
程
で
、
死

亡
476
人
、
負
傷
232
人
、
行
方
不
明

４
人
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

火
薬
厰し

よ
うの
爆
発
で

22
棟
が
焼
失

　
関
東
大
震
災
と
言
う
と
、
東
京

や
横
浜
の
大
規
模
な
火
災
被
害
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
平
塚
市
域
で

記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
平
塚
銀

行
の
火
災
で
１
戸
が
焼
失
、
平
塚

町
内
で
５
戸
が
焼
失
、
大
野
村
の

い
ろ
り
か
ら
の
火
災
で
１
戸
が
焼

失
な
ど
で
す
。
東
京
や
横
浜
の
よ

う
な
、
規
模
の
大
き
い
火
災
は
起

こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
火
災
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
挙

げ
る
と
す
る
な
ら
、
海
軍
火
薬
廠

で
す
。
激
震
の
シ
ョ
ッ
ク
で
研
究

部
棟
試
験
室
内
の
ガ
ス
管
が
破
裂

し
、
材
料
倉
庫
と
第
４
工
場
を
ほ

ぼ
焼
き
尽
く
し
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
飛
び
火
し
て
ア
セ
ト
ン
と
グ
リ

セ
リ
ン
の
ボ
ン
ベ
で
爆
発
が
起
こ

り
、構
内
の
22
棟
の
建
物
が
焼
失
。

４
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
周
辺
と

は
距
離
が
あ
っ
た
た
め
、
民
家
へ

は
延
焼
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

相
模
紡
績
工
場
で
は

市
内
最
多
の
死
者

　
市
内
で
最
大
の
死
者
が
出
た
の

が
、
平
塚
駅
南
に
あ
っ
た
相
模
紡

績
工
場
で
す
。
倉
庫
の
一
部
を
わ

ず
か
に
残
し
た
だ
け
で
、
ほ
と
ん

ど
の
工
場
が
全
壊
し
ま
し
た
。
従

業
員
３
０
０
０
人
の
う
ち
144
人
が

死
亡
し
、
そ
の
う
ち
60
人
は
寄
宿

舎
内
で
就
寝
中
に
圧
死
し
た
と
い

う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
同

社
社
長・日
比
谷
長
太
郎
さ
ん
も
、

平
塚
駅
で
全
壊
し
た
駅
舎
の
下
敷

き
に
な
り
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
須
賀
に
あ
っ
た
関
東
紡
績
工
場

で
も
多
く
の
工
場
が
全
壊
。
従
業

員
245
人
の
う
ち
２
人
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。

河
床
が
上
が
り

玉
川
の
流
路
を
変
更

　
地
震
は
ま
ち
だ
け
で
な
く
、
川

に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
関
東

大
震
災
で
丹
沢
の
山
が
崩
れ
た
た

め
、
玉
川
で
は
大
雨
の
た
び
に
土

砂
が
流
れ
込
む
よ
う
に
な
り
、
河

床
が
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、洪
水
の
被
害
が
頻
発
。

昭
和
14
年
に
、
玉
川
の
流
路
を
変

更
し
て
相
模
川
に
流
す
工
事
計
画

が
、
県
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

戦
時
中
の
労
力・物
資
不
足
の
中
、

昭
和
21
年
に
工
事
は
完
了
。
渋
田

川
に
つ
な
が
っ
て
い
た
玉
川
が
、

相
模
川
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
金
目
川
も
、
近
世
に
入
っ
て
か

ら
３
回
、
流
路
変
更
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
１
回
は
元
禄
16
年

（
１
７
０
３
年
）の
元
禄
地
震
で
、

河
床
が
上
が
っ
た
の
が
原
因
で

す
。
元
禄
地
震
は
大
正
関
東
地
震

と
同
じ
く
、
相
模
ト
ラ
フ
で
起

こ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
地
震
で

す
。
大
き
な
地
震
が
起
こ
る
た
び

に
、
ま
ち
の
姿
も
変
わ
っ
て
き
た

ん
で
す
ね
。

神田
446

大野
1,034

豊田
257

城島
270

金田
201

金目
485

岡崎
292

土沢
488

平塚
2,883

旭
449

須馬
1,387全壊

半壊
未倒壊

※数字は当時の総戸数

●数字で見る被害

平
塚
で
は
倒
壊
被
害
が
多
発

全壊数
4,192棟

倒壊被害が多発した平塚町
①現在の崇善小学校の前身で、見附台公園の位
置にあった平塚尋常高等小学校。校舎は全壊し
たが、左に写る全国殖産博覧会の褒章授与式会
場は原形をとどめている②現在の湘南スター
モールと八幡大門通りの交差点東にあった、い
とう呉服店。写真左奥に看板が見える③湘南ス
ターモール北側にあった上総屋製麺所から、四
つ角を望む④八幡大門通りを南から見たとこ
ろ。全国殖産博覧会を祝うアーチが奥に見える

① ②

④③

③

①

④ ②
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応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

e

■募応募方法　応募必須
　問問い合わせ
■　電子申請システム
　（e

イ ー カ ナ ガ ワ
-kanagawa）で応募可

■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　８月2１日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に　
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

松原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防署本署
教育会館

青少年会館（青少年相談室）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館

ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

文化
公園

市民活動センター

ひらしん平塚
文化芸術ホール

市政情報は市公式のSNSでも配信しています。右の２次元コードからご確認ください。 LINE FacebookInstagram

募
　
　
集

応
募
方
法
は

下
段
　
　
　

図
書
館
活
用
講
座　
図
書
館

生
活
は
じ
め
の
一
歩

　
図
書
館
ウ
ェ
ブ
の
活
用
方
法
や

電
子
図
書
館
の
使
い
方
な
ど
を
体

験
し
ま
す
。

　
９
月
16
日（
土
）午
後
２
時
～
３

時
。
中
央
図
書
館
。
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
図
書
館
の
利
用
者

登
録
を
し
て
い
る
方
10
人（
先
着

順
）。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
８
月
18

日（
金
）午
前
９
時
か
ら
、
中
央
図

書
館
☎
31
―
０
４
１
５
へ
。

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園　
健
康

づ
く
り
教
室

　
体
を
動
か
し
て
運
動
不
足
を
解

消
し
ま
せ
ん
か
。

　
９
月
21
日（
木
）午
後
１
時
30 

分
～
３
時
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ

イ
フ
ア
リ
ー
ナ
。
40
歳
以
上
の
方

50
人（
先
着
順
）。室
内
用
運
動
靴
。

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
馬
入
ふ
れ
あ

い
公
園
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　
必
要
事
項・年
齢
を
、
電
話・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
８
月
21

日（
月
）午
前
11
時
か
ら
、
馬
入
ふ

れ
あ
い
公
園
☎
24
―
１
１
３
７

 

25
―
０
１
０
６

banyuu-so 
ccer-ground@

m
f.scn-net.

ne.jp

へ
。

就
活
応
援
相
談

　
自
分
ら
し
い
働
き
方
の
ス
タ
ー

ト
を
支
援
し
ま
す
。
就
労
支
援
の

プ
ロ
に
相
談
し
ま
せ
ん
か
。

　
８
月
22
日・29
日
、
９
月
５
日・

12
日
の
火
曜
日
、
午
前
10
時
・
11

時
・
午
後
１
時
・
２
時
・
３
時（
各

回
50
分
）。
勤
労
会
館
。
15
～
49

歳
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
ま
た

は
家
族
、
各
回
３
人（
先
着
順
）。

募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

谷
戸
田
で
稲
刈
り
体
験

　
市
・
市
民
・
大
学
生
で
里
山
の

再
生
を
目
指
す
交
流
事
業
、
里
地

里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

里
山
の
自
然
の
中
で
、
鎌
を
使
っ

て
手
作
業
で
稲
刈
り
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
。

　
９
月
23
日（
祝
）午
前
10
時
～
午

後
１
時
。
雨
天
の
場
合
は
24
日

（
日
）に
延
期
。
里
山
体
験
フ
ィ
ー

ル
ド（
土
屋
１
０
７
６
付
近
）。
市

内
在
住
の
方
50
人（
抽
選
・
１
組

５
人
ま
で
）。
雨
具・帽
子・軍
手・

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
着
替
え
な 

ど
。
作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

募　
代
表
者
の
必
要
事
項
・
全
員

の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日

を
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
８
月
25
日（
金
）ま
で
に
、

環
境
保
全
課
☎
23
―
９
９
６
９

21
―
９
６
０
３

k-hozen-ev
ent@

へ
。

市
民
活
動
の
助
成
金
申
請
講
座

　
助
成
金
活
動
事
例
や
市
の
補
助

金
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

　
９
月
16
日（
土
）午
後
２
時
～
４

時
30
分
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

市
民
活
動
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

方
20
人（
先
着
順
）。

募　
団
体
名
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、フ
ァ
ク
ス・

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
８
月
19
日

（
土
）午
前
10
時
か
ら
、
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
☎
31
―
７
５
７
１

35

―
６
６
０
１

info@
hiratsuk

a-shim
in.net

へ
。

事
業
承
継
の
個
別
相
談
会

　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
で
生
じ

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
相
談
し
ま

せ
ん
か
。
持
ち
物
な
ど
、
詳
し
く

は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
第
１
水
曜
日
、
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分
。
本
館
５

階
産
業
振
興
課
。
市
内
の
中
小
企

業
。
先
着
順
。

募　
必
要
事
項
を
、
電
話
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
本
館
５
階
の
産

業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５
８

sa 
ngyo-s@

へ
。

防
災
座
談
会
を
開
き
ま
す

　
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
方

が
取
り
組
む
べ
き
災
害
対
策
な
ど

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
９
月
30
日（
土
）午
後
２
時
～↓

ト
タ
ン
屋
根
に
変
え
る
家

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
農
村
部
で
は
、
震
災
前

は
集
落
で
共
同
の
か
や
場

を
持
ち
、
集
落
内
の
か
や

ぶ
き
屋
根
を
順
番
に
ふ
き

替
え
て
い
ま
し
た
。
か
や

場
を
持
た
な
い
集
落
で

は
、
か
や
を
買
う
費
用
を

皆
で
工
面
す
る「
か
や
講
」

と
い
う
仕
組
み
が
取
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ト
タ
ン
屋

根
に
切
り
替
え
る
家
が
増

え
る
と
か
や
講
の
維
持
が

困
難
に
な
り
、
多
く
の
集

落
で
震
災
後
に
か
や
講
が
解
散
し

ま
し
た
。
同
時
期
に「
む
い
か
ら

（
麦
殻
）」と
言
い
、
収
穫
後
の
小

麦
の
わ
ら
を
数
年
貯
め
、
か
や
の

代
わ
り
に
使
う
家
が
増
え
ま
し

た
。
む
い
か
ら
屋
根
は
耐
久
性
が

低
い
も
の
の
、
か
や
ぶ
き
屋
根
よ

り
軽
く
、
素
材
を
自
給
で
き
る
の

が
利
点
で
し
た
。

　
当
時
は
家
の
中
に
い
ろ
り
が
あ

り
、
炊
事
を
し
た
り
暖
を
と
っ
た

り
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。か
や
は
天
然
の
素
材
な
の
で
、

虫
な
ど
が
す
み
つ
き
ま
す
。
虫
は

か
や
を
食
べ
る
厄
介
者
で
し
た
。

い
ろ
り
か
ら
出
る
煙
は
虫
を
追
い

払
っ
て
く
れ
ま
す
し
、
屋
根
と
、

柱
や
梁
な
ど
の
建
材
を
乾
燥
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
い
ろ
り
は
屋
根
や

建
物
の
維
持
に
必
要
な
も
の
だ
っ

か
や
は
ト
タ
ン
に

い
ろ
り
は
火
鉢
に

　
震
災
で
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し

た
一
因
に
、
屋
根
の
重
さ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
震
災
後
は
重
い
か
や

ぶ
き
屋
根
や
瓦
屋
根
か
ら
、
軽
い

９
月
第
１
金
曜
日
号
で

は
、
市
の
地
震
対
策
を

特
集
し
ま
す
。

た
ん
で
す
。

　
震
災
後
、
い
ろ
り
か
ら
火
鉢
に

切
り
替
え
る
家
が
徐
々
に
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
ま
き
を
燃
や
す
た

め
火
が
上
が
る
い
ろ
り
よ
り
、
炭

を
使
い
火
が
上
が
ら
な
い
火
鉢
の

方
が
、
火
災
へ
の
安
全
性
が
比
較

的
高
い
た
め
と
見
ら
れ
ま
す
。
ト

タ
ン
屋
根
で
虫
を
燻い

ぶ

し
て
追
い
払

う
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、

か
や
ぶ
き
屋
根
よ
り
煙
を
逃
し
に

く
い
構
造
的
な
理
由
も
、
火
鉢
の

普
及
に
影
響
し
た
よ
う
で
す
。

震
災
後
に
水
質
が

悪
化
し
た
家
も

　

震
災
後
、
井
戸
の
出
が
悪
く

な
っ
た
り
、
酸
化
鉄
の
混
じ
っ
た

赤
い「
か
な
っ
気
の
あ
る
水
」が
出

る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

地
震
で
地
下
水
脈
の
位
置
が
ず
れ

相模川河口の砂利採取船と帆船。昭和
７年（1932年）。渡辺廉太郎さん寄贈。

た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
鉄

分
を
多
く
含
ん
だ
赤
い
水
は
、
そ

の
ま
ま
飲
料
水
と
し
て
使
う
の
が

難
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
平
塚
市
内
の
平
野
部
は
、
５
～

10
㍍
も
掘
れ
ば
水
が
湧
き
出
て
く

る
土
地
で
し
た
。
震
災
後
は
水
の

出
や
水
質
が
悪
く
な
っ
た
た
め
、

関東大震災で
変わった
暮らし

民俗学担当
浜野達也館長

よ
り
深
い
水
脈
か
ら
水
を
取
ろ
う

と
、「
掘
り
抜
き
井
戸
」と
い
う
40

～
50
㍍
ほ
ど
地
下
に
掘
る
深
い
井

戸
を
造
る
家
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
掘
り
抜
き
井
戸
の
水
は
水
質
が

良
く
お
い
し
い
こ
と
や
、
水
温
が

一
年
中
安
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
特
徴
で
す
。
造
る
の
に
費
用
が

か
さ
む
の
で
、
造
れ
る
家
は
そ
う

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
水
質
が
悪

化
し
た
家
の
多
く
は
、
掘
り
抜
き

井
戸
を
造
っ
た
家
か
ら
水
を
分
け

て
も
ら
っ
た
り
浅
井
戸
か
ら
出
る

赤
い
水
を
石
や
炭
で
ろ
過
し
た
り

し
て
、
飲
用
に
し
て
い
ま
し
た
。

復
興
需
要
で

砂
利
採
取
が
盛
況

　
１
面
上
の
震
災
当
時
の
写
真
を

見
る
と
、
手
前
に
広
が
る
河
川
敷

の
左
上
か
ら
右
斜
め
下
に
か
け

て
、
細
い
レ
ー
ル
と
、
宮
代
と
い

う
文
字
の
入
っ
た
ト
ロ
ッ
コ
が
見

て
と
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
相
模
川

で
採
取
し
た
砂
利
を
平
塚
駅
の
貨

車
ま
で
運
搬
す
る
た
め
の
レ
ー
ル

と
ト
ロ
ッ
コ
で
す
。相
模
川
で
は
、

大
正
時
代
初
期
か
ら
砂
利
が
採
取

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
正
10
年
に

茅
ケ
崎
―
寒
川
間
で
開
業
し
た
相

模
線
は
、
元
々
は
相
模
川
で
採
取

し
た
砂
利
を
運
ぶ
た
め
の
路
線

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
震
災
前
は
じ
ょ
れ
ん
と
い
う
道

具
で
手
掘
り
し
て
い
た
採
取
作
業

が
、
震
災
後
は
機
械
に
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
相
模
川
で
も
機
械
船

で
の
砂
利
採
取（
左
上
写
真
）が
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
。
復
興
の
た
め

東
京
や
横
浜
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
建
物
が
増
え
、
骨
材
と
し
て

砂
利
の
需
要
が
急
増
し
た
の
で
す
。

　
砂
利
採
取
は
、
高
度
経
済
成
長

期
の
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
相
模
川
で
は
橋
の
基
礎
が
露

出
す
る
ほ
ど
乱
掘
さ
れ
、
河
床
も

大
幅
に
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え

た
昭
和
39
年
、
砂
利
の
採
取
は
全

面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
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